
愛
國
百
人
一
首
に
つ
い
て
（
乾
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

土
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「
愛
國
百
人
一
首
」
は
、
日
本
文
學
報
國
會
（
會
長
徳
富
蘇
峰
）
立
案
、
情
報
局
後
援
、
大
政
翼
贊
會
贊
助
、

東
京
日
日
新
聞
・
大
阪
每
日
新
聞
協
力
（
一
般
讀
者
よ
り
愛
國
の
古
歌
を
投
書
推
薦
せ
し
む
プ
ロ
セ
ス
を
經

た
り
。）
に
よ
り
、
大
東
亞
戰
爭
一
周
年
に
近
き
昭
和
十
七
年
十
一
月
廿
日
に
情
報
局
よ
り
發
表
せ
ら
れ
翌

日
の
新
聞
に
一
斉
に
掲
載
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。 

十
二
人
の
選
定
委
員
（
佐
佐
木
信
綱
、
齋
藤
茂
吉
、
太
田
水
穂
、
尾
上
柴
舟
、
窪
田
空
穂
、
折
口
信
夫
、
吉

植
庄
亮
、
川
田
順
、
齋
藤
瀏
、
土
屋
文
明
、
松
村
英
一
、
北
原
白
秋
）
は
同
年
九
月
中
旬
以
降
六
囘
の
選
定

會
合
に
て
熱
き
眞
劍
な
る
議
論
を
重
ね
た
り
。 

（
註
）
北
原
白
秋
に
つ
い
て
は
、
途
中
逝
去
。 

選
定
方
針
の
主
な
る
點
は
以
下
の
如
し
。 

・
萬
葉
集
以
降
幕
末
ま
で
の
歌
、
明
治
維
新
前
に
物
故
し
た
る
者
に
限
る
。 

・
臣
下
の
作
と
限
定
す
る
こ
と
。 

・
志
士
獄
中
の
作
な
ど
は
な
る
べ
く
避
け
、
健
や
か
、
朗
ら
か
、
積
極
的
な
る
も
の
な
る
こ
と
。 

・
よ
み
人
知
ら
ず
の
歌
は
割
愛
す
。 

・
小
倉
百
人
一
首
の
歌
は
除
外
。 

・
愛
國
の
意
義
を
廣
義
に
捉
へ
、
親
子
の
愛
、
夫
婦
相
和
の
歌
、
國
土
愛
の
自
然
諷
詠
も
含
む
。 

結
果
と
し
て
選
ば
れ
た
る
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
「

皇
お
ほ
き
み

は
神
に
し
ま
せ
ば
天
雲
の

雷
い
か
づ
ち

の
上
に
廬

い
ほ
り

せ
る
か

も
」
よ
り
橘
曙
覧
の
「
春
に
あ
け
て
ま
づ
み
る
書
も
天
地
の
は
じ
め
の
時
と
讀
み
出
づ
る
か
な
」
ま
で
の
百

首
な
り
。 

戰
爭
最
中
の
國
民
精
神
作
興
を
目
的
と
し
た
る
作
業
な
れ
ど
も
、
結
果
と
し
て
、
傳
統
的
日
本
精
神
の
精
髄

を
十
二
分
に
表
現
し
た
る
詞
華
集
と
な
れ
り
。
今
や
全
く
忘
れ
ら
れ
た
る
過
去
の
遺
物
的
存
在
な
れ
ど
、
一

定
の
再
評
價
の
價
値
あ
り
と
個
人
的
に
信
ず
る
次
第
な
り
。 

 

（
関
連
圖
書
一
覧
） 

一
「
愛
國
百
人
一
首
」
川
田
順
著 

（
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
、
昭
和
十
六
年
刊
、
定
價
壹
圓
、
一
四
一
頁
） 

川
田
順
（
一
八
八
二
年
生
れ
、
一
九
六
六
年
歿
）
は
、
漢
學
者
川
田
甕
江
の
三
男
。
歌
人
、
實
業
家
。
住
友

總
本
社
常
務
理
事
。
一
高
、
東
京
帝
大
法
學
部
卒
。
作
家
指
導
の
敎
へ
子
俊
子
（
京
大
敎
授
夫
人
）
と
の
「
老

い
ら
く
の
戀
」
は
有
名
。 

雜
誌
キ
ン
グ
編
輯
局
の
求
め
に
よ
り
同
誌
昭
和
十
五
年
十
一
月
號
よ
り
十
六
年
六
月
號
に
か
け
て
連
載
せ

ら
れ
た
る
も
の
を
元
と
す
。
著
者
緖
言
に
曰
く
、「
新
羅
の
城
砦
に
立
つ
て
日
本
に
向
ひ
領
巾
を
振
つ
た
烈

婦
の
歌
か
ら
、
明
治
の
大
君
の
御
あ
と
を
慕
ひ
て
自
刃
し
た
軍
神
の
辭
世
ま
で
、
忠
君
愛
國
の
短
歌
一
百
首



を
選
び
、
假
り
に
『
愛
國
百
人
一
首
』
と
名
づ
く
。
日
本
精
神
の
言
葉
の
花
は
、
そ
の
背
景
な
る
歷
史
的
事

件
と
相
俟
つ
て
、
一
巻
の
繪
巻
の
如
く
繰
り
展
げ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
」
と
。 

大
葉
子
の
「
韓
國

か
ら
く
に

の
城き

の
上へ

に
立
ち
て
大
葉
子
は
領
巾

ひ

れ

振
ら
す
も
日
本

や

ま

と

へ
向
き
て
」
よ
り
乃
木
希
典
の
「
う

つ
し
世
を
神
去
り
ま
し
し
大
君
の
み
あ
と
し
た
ひ
て
我
は
行
く
な
り
」
ま
で
。 

本
書
は
飽
く
ま
で
も
川
田
個
人
の
私
家
版
な
れ
ど
、
公
式
版
を
つ
く
ら
ん
と
す
る
世
の
中
の
機
運
を
高
む

る
切
っ
掛
け
と
な
り
た
る
は
疑
ひ
無
し
。 

 

二
「
愛
國
百
人
一
首
早
わ
か
り
」
日
本
文
學
報
國
會
認
定
校
閲 

（
建
軍
精
神
普
及
會
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
刊
、
定
價
金
壹
圓
、
一
〇
〇
頁
） 

本
書
は
い
ち
早
く
出
版
せ
ら
れ
た
る
解
説
書
な
り
。
題
字
は
陸
軍
大
將
荒
木
貞
夫
閣
下
及
び
海
軍
中
將
安

東
昌
喬
閣
下
。
監
修
は
文
學
博
士
遠
藤
隆
吉
先
生
。 

 

三
「
愛
國
百
人
一
首
評
釋
」
川
田
順
著 

（
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
十
八
年
五
月
刊
、
二
九
四
頁
） 

選
定
委
員
の
一
人
た
る
川
田
順
に
よ
る
公
式
版
へ
の
解
説
書
の
一
つ
な
り
。
川
田
順
に
よ
ら
ば
、
萬
葉
集
の

防
人
、
幕
末
維
新
の
志
士
な
ど
、
謂
ふ
所
の
素
人
の
歌
が
沢
山
（
三
十
人
内
外
）
採
ら
れ
た
る
と
こ
ろ
に
特

色
あ
り
と
。
小
倉
百
人
一
首
の
場
合
、
選
の
基
準
は
名
歌
秀
吟
な
れ
ば
、
殆
ど
全
部
が
玄
人
的
歌
人
な
る
に

對
し
て
。 

 

四
「
定
本
愛
國
百
人
一
首
解
説
」
日
本
文
學
報
國
會
編 

（
每
日
新
聞
社
、
昭
和
十
八
年
三
月
刊
、
定
價
壹
圓
貳
拾
錢
、
二
一
四
頁
） 

公
式
版
へ
の
最
も
権
威
あ
る
公
式
の
解
説
書
な
り
。 

解
説
の
執
筆
擔
當
は
、
緒
論
窪
田
空
穂
。
一
番
人
麻
呂
よ
り
二
十
三
番
神
人
部
千
文
ま
で
土
屋
文
明
。
二
十

四
番
尾
張
濱
主
よ
り
四
十
九
番
新
納
忠
元
ま
で
尾
上
柴
舟
。
五
十
番
下
河
辺
長
流
ら
を
松
村
英
一
。
五
十
一

番
徳
川
光
國
ら
を
川
田
順
。
五
十
三
番
賀
茂
眞
淵
ら
を
吉
植
庄
亮
。 

 

五
「
愛
國
百
人
一
首 

手
習
帖
」
平
尾
花
笠
著 

（
泰
東
書
道
院
、
昭
和
十
八
年
四
月
刊
、
一
〇
一
頁
） 

書
家
平
尾
花
笠
（
一
八
九
五
年
生
れ
、
一
九
七
七
年
歿
）
は
靜
岡
の
人
。
每
日
書
道
展
審
査
員
等
を
歷
任
。 

 

六
「
愛
國
百
人
一
首
物
語
」
松
村
英
一
著 

（
天
佑
書
房
、
昭
和
十
八
年
十
一
月
刊
、
定
價
参
圓
＋
特
別
行
為
税
相
當
額
拾
錢
、
本
文
四
四
〇
頁
） 

松
村
英
一
（
一
八
八
九
年
生
れ
、
一
九
八
一
年
歿
）
は
窪
田
空
穂
系
の
歌
人
。 

な
ほ
、
冒
頭
に
非
賣
品
の
「
皇
國
歌
百
首
」（「
武
士
道
歌
五
十
首
」
龜
山
天
皇
「
行
末
も
さ
ぞ
な
榮
え
む
誓

あ
れ
ば
神
の
國
な
る
わ
が
國
ぞ
か
し
」
等
及
び
「
大
東
亞
戰
爭
歌
五
十
首
」）
を
收
錄
す
。 



 

七
「
愛
國
百
人
一
首
評
釋
」
齋
藤
瀏
著 

（
昭
和
十
八
年
、
拔
刷
、
二
〇
頁
） 

齋
藤
瀏り

う

（
一
八
七
九
年
生
れ
、
一
九
五
三
年
歿
）
は
陸
軍
少
將
、
歌
人
。
二
・
二
六
事
件
に
て
反
亂
軍
を
援

助
し
禁
固
刑
に
服
す
。
十
二
人
の
選
定
委
員
の
一
人
。
長
女
は
歌
人
の
齋
藤
史ふ

み

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
令
和
二
年
十
二
月
七
日
受
附
） 


